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変 化 が 起 こ る と 報 告 さ れ て い る（ 田 嶌、
2011）19）。
①強い子が暴力を振るわず、言葉で言うように
なる。
②弱い子がはじけたり、自己主張するようにな
る。
③特定の職員に過去の被害体験や虐待体験を語
るようになる。
④愛着関係や友人関係がより育まれる。
⑤職員が安心し、元気になる。
表２．安全委員会方式の基本要件
①　 力関係に差がある「身体への暴力」を対象と
する
②　 安全委員会には、児相と学校に参加してもら
う
③　 委員長は外部委員が務める
④　 定期的に聞き取り調査と委員会を開催し、対
応を協議し実行する
⑤　 事件が起こったら緊急安全委員会を開催する
⑥　４つの基本的対応ステップ
⑦　 原則として、暴力事件と結果の概要を入所児
童に周知
⑧　 暴力に代わる行動の学習を援助し、「成長の
エネルギー」を引き出す
⑨　 措置変更や一時保護が続いた場合は、「検証
会議」を開催し、対応の改善点を協議する
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　このような効果のある安全委員会方式に取り
組むことは、手間も時間もかかることではある
が、安全、安心な生活を送る上では何者にも代
え難いものであり、この実践を通して人材育成
もなされるのであれば、十分に取り組むべき方
策であると考えられる。
４．考察
　人材育成指針の内容と安全委員会方式の概要
について述べてきたが、本稿の目的であるプロ
グラム実践が人材育成に寄与する可能性につい
て考察する。
　まず始めに安全委員会方式を実践すること
で、人材育成指針に示された８つの領域の専門
性獲得について検討する
　①人材育成の基本に該当する安全委員会の活
動としては、新任職員に安全委員会を施設をあ
げて取り組む意義を説明する新潟若草寮の活動
のように、施設の価値観や理念を伝える方法と
して活用する実践がある20）。新任職員は、施設
が安全、安心を大切にしていて、その方法とし
ての聞き取り面接などをやってもらうという手
立てが明示されることで、業務内容の明確化も
図られている。
　次に②の資質と倫理の領域では、安全委員会
方式の実践によって、体罰や、折檻という暴力
は許されず、子どもの暴力に非暴力で対応する
という考え方を示すことになり、職員の倫理感
について意思統一が図れる。
　③こどもの権利擁護の領域としては、子ども
の最善の利益を考えた時に、子どもに説明もな
いまま、突然、措置変更を行うというのは、望
ましいことではなく、前もって子どもに暴力は
いけないこと、状況によっては、施設を退所す
る可能性について知らせておくことなど、子ど
もの知る権利を保証する仕組みとしても、安全
委員会が機能する。これは安全委員会の概要⑥
で示されたように順を追って対応することが示
され、アカウンタビリティが求められる現在の
状況は、企業だけでなく、施設も同じである。
また、暴力を振るわれている子どもの安全を守
ることは、子どもの権利擁護の視点からも必然
であり、対策を行うことは、必須であり、これ
らの活動を通して職員の子どもの権利擁護の意
識を高めることにもつながる。
　次に④の知識の領域については、安全委員会
方式に対して議論になることがある懲戒権や措
置権について学ぶきっかけとなり、児童の権利
擁護と共に、法的な意味やそれを活用すること
を安全委員会に取り組む中で学んでいくことに
なる。
　⑤子どもの支援技術としては、安全委員会の
取り組みの中で、１叩くな、口で言う、２優し
く言う、３その場を離れるなどの対応や、厳重
注意、特別指導、一時保護、措置変更の段階的
対応が、暴力で問題を解決しようとする間違っ
た学習をさせられた子どもに、健全な育ちを提
供する支援する側の手立てになると考えられ
る。
　⑥チームアプローチと機関協働においては、
安全委員会方式は、児童相談所や学校と連携し
て実践が行われることから、人材育成指針に掲
げられた、職員がチームの一員として、チーム
アプローチを行ううえで必要な姿勢、倫理、価
値観、手立て等の獲得、および他機関との連携
や協働を、身につける機会となる。
　⑦家族支援や⑧里親の領域においては、安全
委員会が人材育成に寄与するところは少ないよ
うに感じられるが、里親やファミリーホームで
の実践報告などもあり21）、親や里親が子どもに
関わる際に施設職員が支援する技法としての活
用も期待できると考えられる。
　以上、人材育成指針の示す８つの領域ごとに
安全委員会方式を実践していくことで、人材育
成が行われる可能性を検討した。しかし、人材
育成指針には、研修体系だけでなく、大切にさ
れていると実感できる職員集団（良好な関係の
職員集団）づくりや、それを通して大切にされ
ていると実感できる子ども集団づくりができる
健康的な職場風土を目指していくことが肝要で
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あると述べられている22）。安全委員会方式は、
人材育成に役立つだけではなく、健康的な職場
風土、大人も子どもも大切にされていると実感
できる集団づくりを醸成する役割も持っている
と考えられる。
　それは、表１の職員集団の両極の表に示され
た、大切にされていると実感できる職員集団、
大切にされていると実感できる子ども集団の例
にあげられている内容が、安全委員会を実践し
た結果得られる効果と似通っているからであ
る。
　安全委員会方式を取り入れて効果が出てくる
と、弱い子がはじけるようになると示されてい
るが、表１の大切にされていると実感できる子
ども集団においても、弱い子が伸び伸び活き活
きした子ども集団の姿が想像されるとある。
　また、安全委員会方式では、安全委員会の立
ち上げ集会というものが行われるが、これは子
ども側からも代表者を出し、みんなで暴力をや
めようと発言してもらう機会があり、子ども会
議が充実していったという報告もある23）。大切
にされていると実感できる子ども集団でも、子
ども会議の充実が示されていることから、安全
委員会方式を実践していくことで、子ども達自
身からも暴力をやめるということだけでなく、
話し合いを持つという文化の創造にもつながっ
ていくのではと考えられる。
　次に、大切にされていると実感できる職員集
団で示されている項目に職員の人権がしっかり
と守られている職場構造、理念や事業計画でま
とまっている職員、謙虚で多機関連携的施設運
営、創意を出し合える民主的な意思決定システ
ム等がある。これらは、安全委員会における厳
重注意等４つのレベルの指導を決定する際のシ
ステムも民主的なシステムであり、子ども間の
暴力や対職員への暴力にも安全委員会は対応し
て職員の人権を守ることや、児童相談所や学校
等の多機関連携の基に安全委員会は行われてお
り、安全委員会方式に取り組み、実践すること
で、人材育成指針に示された大切にされている
と実感できる職員集団づくりに寄与していると
考えられる。
　このように、安全委員会方式という施設全体
で取り組むプログラム実践は、人材育成として
の役割も担い、施設の健康的な職場風土の醸成
にも寄与する可能性が示唆された。また、プロ
グラム実践は、児童養護施設職員の人材育成だ
けでなく、施設の健康的な職場風土の醸成にも
寄与することから、職員の職場定着にもつな
がっていくのではと考えられる。
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